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38.6% 46.2%

学 校 評 価 本校に入学してよかった　生徒93％　保護者93％

国公立4名、早慶上理24名、GMARCH30名合格、日東駒専18名合格

進

路
3.8%

主 な 部 活 動
自転車競技部・男子バスケ部・囲碁部全国大会出場、定通芸術祭美術部金賞・書道部金賞・音楽

部３位・ＪＡＺＺ部奨励賞、演劇部中央大会推薦出演

実 績

特 徴

170/25
45%

今年度28年度
目標

45%
160/45
40%

158/28

四年制
大 学 0.6%

専 門
学 校

175/25

平成30年度　都立学校・学校経営シート

実績

① 学習指導・生徒支援を最大限に行い、単位の履修・修得率を高め、卒業し進路を実現させることをめざす。

② 生徒の実態に応じ、基礎的基本的な知識・技能を定着させ、課題解決に必要な思考力・判断力・表現力等を育み、主体的に学習に取り組む態度を養う。

➂ 生徒理解に力を尽くし、基本的生活習慣を身に付けさせ、地域や社会との関わりをとおして異年齢交流にも取り組み、社会人としての常識がある人材を育成する。

➃ 本校設置の背景と趣旨に鑑み、学校の課題を早期に発見し、解決策を見出し、着実に実践していく。

都 立 新 宿 山 吹 高 等 学 校

162-8612

教育課程の
特 徴

単位制、無学年制、２学期制、４部制昼夜間定時制、50分12時間授業、古典Ｂ・

数学Ⅲ・コミュ英Ⅲ等進学科目開講、情報科は文科省ＳＰＨ指定

短 期
大 学

その他

都営地下鉄大江戸線　牛込柳町駅より徒歩15分

新宿区山吹町８１番地

都立初の単位制高校

(平成3年度開校)
自由服

定時制課程

東京メトロ東西線　　早稲田駅または神楽坂駅より徒歩各10分

http://www.yamabuki-hs.metro.tokyo.jp/ 2,898
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章 自分らしい学校生活で、将来の大きな夢を実現

電話
番号

03-5261-9771

03-5261-9729
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在 籍
生 徒 数

目

標

①

今年度の重点目標

学 科 普通科(1～4部)、情報科(2部・4部)

普通科1部130・2部130・3部131・4部80  情報科2部188・4部55 計714

目 指 す 学 校

校 服

ホームページ
自律経営推進予算
30年度(単位：万円)

そ の 他

授業力の向上

目

標

②

数

値

目

標

今年度の数値目標の内容

目

標

③

基本的生活習慣と社会性の確立

目標③
目標② 四年制大学現役進学率の向上(%) ※年度末 37%

165/40
43%

卒業生(人)／中退者数(人) 164/45159/48

⑴教員相互の授業見学を全教員で年2回行い、各教員から提出された「見学

報告書」の「まとめ資料」で授業方法等を共有する。⑵4～5月に全教員の授業

をビデオ撮影し、各自で授業研究を行う。⑶本校で行う若手研、教師道場、開

発委員等の研究授業を参観し授業改善に資する。⑷先進的な授業、要配慮

生徒に配慮した授業に取り組み、授業を公開する。

100%100%
目標 実績

進路決定者と卒業生の増加

⑴全時限校内巡回、生活指導室常駐等で生徒に声をかけ、授業への出席を

促す。⑵遅刻防止など時間を意識して行動するなど、東京都生活指導指針に

基づき指導を行う。⑶SNSでの誹謗中傷を許さない心を育む。⑷生徒会が、

SNS学校マナーに取組む。

100%97%目標①
50%

目標目標
100%100%
45%

目標

主な学校行事

32年度

文化祭(定時制・通信制合同)、修学旅行は2年に1回、行事への参加は自由

27年度

100%
実績

教員相互の授業見学の実施率(％)

基

本

情

報

１学年相当入試：調査書の評定が斜線の場合、不利にならないように扱っている。

⑴卒業生160名以上⑵大学進学率45％以上⑶進路未定率(浪人除

く)10％以下⑷大学入試センター申込110名以上⑸高認で大学専門合格15

名以上⑹講習補習50講座、5月募集40以上⑺国公立大5名、早慶上理大

25名、GMARCH大30名、日東駒専大20名以上合格

39%
100%

31年度

165/25

今年度の取組と自己評価

(1)相互授業見学を100％の教員が行い、見学報告書のまとめで研修を行った。　(2)4月～5月に全教員の授業をビデ

オ撮影し、各自授業研究を行った。　(3)6月25日に東部レインボープラン授業公開・情報交換会を行った。　(4)東部相

互授業見学データベースに定通教員24名が登録した。　(5)SPHで、eポートフォリオ、ルーブリック評価を導入し活用した。

(6)本校開発委1名、教師道場1名、若手研5名が研究授業を行い、教員が参観した。

(1)卒業生147[158]名　(2)大学進学率 41[39]％　(3)進路未定率18[13]％　(4)センター試験出願者97[106]

名　(5)中退者で高認進路決定者19[20]名(うち大学合格者13名)　(6)夏期講習は極力5月に募集を開始し、教科

間の重なりをなくすよう実施期間を調整した。47[49]講座の講習・補習実施し、5月募集は40[38]講座　(7)国公立大

学5名(海外大3含む)、早慶上理大7名、GMARCH13名、日東専駒19名合格　(8)就職4名内定

(1)毎日の全時限の定時校内巡回、生活指導室常駐等で生徒に声をかけ、授業出席、ルール・マナーの遵守を促した。

(2)時間を意識して行動させるなど、都立高校生活指導指針に基づき指導した。

(3) 「ＳＮＳ学校マナー」は、「大切なことは直接会って話そう」など５項目を、定通生徒会が校内に掲示し周知した。

29年度 33年度

http://www.yamabuki-hs.metro.tokyo.jp/

